
○500mメッシュの第二次国土水循環モデ
ルを開発し、温度や塩分濃度を含む自由度
数が約5億の計算を920コアのスカラー
型並列処理で実現しました。

○第一次モデルに比べ分解能が倍になり地
下水位や流動経路など、より高精度な情報
が提供可能になり、地盤環境や流域の全体
像を明らかにできるようになりました。

国土スケールの水循環モデル開発
― 1kmメッシュから500mメッシュへ ―

■利用成果

●2009年に1kmメッシュの第一次国土水
循環モデルの開発に着手し、自由度数が
約1億の計算を約500コアの並列処理で
実現しました。

●地下水も含めた流域界の抽出や大きな水
循環系の可視化情報として利用されまし
たが、空間解像度が粗く、土木工事や災害
対策事業等で必要とされる地下水に関す
る実用的な情報を得るところまでは至り
ませんでした。

■背景と目的

　　　　　　　　　 
研究・開発機関 　：株式会社地圏環境テクノロジー
利用施設　　　 　：地圏環境テクノロジー社内設備
計算規模　　　 　：総計算コア数920コア
利用ソフトウェア ：自社開発水循環解析コード GETFLOWS
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（公財）計算科学振興財団

図１ 　日本列島の 3次元数値モデル

図２　全国一級河川の平均流量の解析結果と観測値の比較

図 3　山岳域、段丘域及び平野域における地下水面形状の解析結果と検証済みモデルによる解析結果との比較

出典：森ほか、流域の視点で捉える水循環モデリングと地下水流動解析データの工学的利用、地盤工学会誌 第64巻 第2号、pp.14 ～ 17、2016


